
 

保健体育科学習指導案 

 
指導者  柿手 祝彦 

 
日 時  平成 30年 11月 17日（土） 第２校時（11：05～11：55） 
年 組  中学校第１学年２組 計 40名（男子 20名，女子 20名） 

場 所   中学校体育館 
単 元   ダンス「現代的なリズムのダンス」 
単元について 
 ダンスの最も根源的な面白さの中核は，人間の身体でないものを人間の身体で表現することにある。また，

ダンスは，対象（現象や感情，思想など）の身体による「模倣」と言い換えられることもある。「模倣」とは，

人間の身体でないものの模倣であるため，その解釈は「写し」ではなく「移し」であるともいえる。この身

体の感じ取りを媒介にした積極的・能動的な「移し」は，極めて創造的な活動である。 

現代的なリズムのダンスは，リズムの特徴をとらえ自由に動きを創造する学習である。その中の一つであ

るヒップホップダンスは，アフリカ系やヒスパニック系の低所得者層の若者たちによる自己表現として発展

した歴史を持つ。人の真似を嫌い，オリジナリティを大切にしている。このように，動きを創造し，良し悪

しを判断して選びまとめ，自己表現する現代的なリズムのダンスは，まさに，主体的な学びであるといえる。 

 本学級の生徒は，保体の学習に対する関心がおおむね高く，意欲をもって取り組むことができている。現

代的なリズムのダンスに関するアンケートでは，初めて学習すると回答した生徒が９割，２名の生徒が校外

でダンスを経験していた。また，現代的なリズムのダンスに対する印象として多かった回答としては，「人前

で踊ることは恥ずかしい」とう回答が圧倒的に多かった。その他には「ＵＳＡを踊りたい」「ＫＰＯＰの曲が

踊りたい」など，マスメディアで受けた印象や嗜好が強く反映する結果になっていた。さらに，顕著な性差

も見られ，女子生徒に比べて男子生徒はダンスに対する愛好度が著しく低いという結果が得られた。 

指導にあたっては，「どうすれば，全員がダンスを好きになり，自分らしく踊ることができるようになるの

か」この問いを単元全体の学習課題として設定し，毎時間，その内容を具体化していくよう単元デザインを

構成した。この課題の達成を目指す中で，豊かに学ぶ生徒の姿を引き出すことができると考えている。また，

学習環境の整備を行う。本単元では，生徒一人一人が自分や仲間の実態に応じて学習方法を選択できるよう，

移動式ミラー，プロジェクター，iPad，ホワイトボード等を用意した。それぞれの学習の方法や効果を指導

し，目的をもって学習方法を選択できるようにする。 
 
指導目標 

１．全員がダンスの楽しさを味わえるようにするためにはどうすればよいのかを追求できるようにする。 
２．音楽のリズムに合わせて，自分らしさを身体で表現できるようにする。 

 
指導計画（全 13時間） 

１．オリエンテーション ………………………………………………………… １時間 
２．基本技能（ステップなど）の学習 ………………………………………… ２時間 

 ３．規定曲で基本技能を崩す学習 ……………………………………………… ５時間 
４．自分らしさを表現する学習  ………………………………………………･ ５時間（本時は第 10 時） 



本時の目標 

全員が，音楽のリズムに合わせて，自分らしさを表現する動き方を増やすことができる。 

 

学びを豊かにするための手立て 

本時では，生徒の学びが豊かになった様相として，「クラス全員が自分らしさを身体で表現する姿」

また，「どうすればクラス全員が自分らしさを表現することができるのかを考え，学習に取り組む姿」と

設定する。そのための手立てを３点あげる。 

一つ目は，全員達成という学習課題の設定を行う。クラス全員という意識づけを行うことで，生徒が

豊かに学ぶ姿を引き出したい。 

二つ目は，学習環境の整備を行う。生徒一人一人が自分や仲間の実態に応じて学習方法を選択できる

よう，移動式ミラー，プロジェクター，iPad，ホワイトボード等を用意した。 

三つ目は，振り返り活動の充実である。学習内容だけでなく「全員が課題を達成できたか」という視

点からも振り返りを行っていく。その成果と課題を単元を通して活用していくなかで，生徒の豊かな学

びを創造したい。 

 

学習の展開 

学 習 活 動 と 内 容 指導上の留意点（◆評価） 

□基本技能を活用したウォーミングアップを行う。 
 ・アイソレーション・アップ・ダウン 
 ・基本ステップ８個 

○ウォーミングアップの目的を意識して実

施しているかを観察し，意識が低いよう

であれば，集合させ目的の再確認を行う。 
□学習課題の確認をする。 
 
 
 
□課題達成に向けた学習を行う。 
 

○学習課題と，課題達成に向けて何をすべ

きなのかを説明する。 
 
 
○課題に意識が向いていない生徒がいた場

合には，他の生徒が，その生徒を学習活

動に戻すように促す。 
○残り時間の伝達や課題の達成状況の確認

を助言し，課題解決に向けての意識を高

める。 
◆全員が学習課題を達成できるように，工

夫した行動ができたか【思考・判断】。 
□振り返りをする。 
・全員達成できたかどうかを確認する。 
・課題を達成できた人の工夫点を共有する。 

○全員が学習課題を達成できるように工夫し

ている行動例を上げ，評価する。 
○生徒に課題を達成するために工夫したこと

を発言させる。 
◆全員が，音楽のリズムに合わせて，自分ら

しさを表現する動き方を増やすことができ

る。【技能】。 
 

全員が，音楽のリズムに合わせて，自分らしさを表現する動き方を増やすことができる。 


